
平成15年1月12日発行 通巻77号（年5回［4、6、8、10、1月］発行）発行・編集：新潟県広報広聴課
（1）

〈11月1日現在〉 （前年同月比）
人口 2,464,010 （－7,508人）
男 1,195,066 （－4,421人）
女 1,268,944 （－3,087人）
世帯数 804,781 （+5,880）

新潟県の人口

〜
万
代
島
再
開
発
事
業
と
は
〜

朱
鷺
メ
ッ
セ
は
、
日
本
海
大
交
流
時
代

の
国
際
交
流
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
新
潟

の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
県
民
の
文
化
の

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
施
設
で
す
。

こ
の
施
設
が
、
２１
世
紀
に
、
新
潟
が
自
立

的
な
発
展
を
遂
げ
、
県
民
す
べ
て
が
豊
か

さ
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く

り
に
、
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
様
々
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン（
学
会
、
大
会
、

見
本
市
な
ど
）が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
人
と
物
の
交
流
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

街
に
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
、
国
際
交
流
の

推
進
、
貿
易
・
産
業
の
振
興
、
地
元
経
済
の

活
性
化
な
ど
の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

●
朱
鷺
メ
ッ
セ
の
誕
生

初
の
６
か
国
語
の
同
時
通
訳
ブ
ー
ス
を
備

え
付
け
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
は
、
小
規

模
な
展
示
会
や
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
に
も

利
用
で
き
ま
す
。

e
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド

国
際
展
示
場
、
国
際
会
議
場
、
ホ
テ
ル

な
ど
を
結
ぶ
、
全
長
350
ｍ
の
ガ
ラ
ス
張
り
の

公
共
歩
廊
で
す
。
信
濃
川
を
眺
め
る
休
憩

コ
ー
ナ
ー
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

※
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド：

一
般
的
に
は
水
辺
の
散
歩
道
を

い
い
ま
す
。

r
展
望
室

万
代
島
ビ
ル
最

上
階
の
３１
階
に
位

置
し
、
３６０
度
の
大
パ

ノ
ラ
マ
と
佐
渡
ま
で

一
望
で
き
る
眺
望
、

日
本
海
の
夕
日
が

魅
力
で
す
。

t
民
間
ホ
テ
ル

万
代
島
ビ
ル
の
３
、
４
階
及
び
２２
階
か
ら

３０
階
ま
で
は「
ホ
テ
ル
日
航
新
潟
」で
す
。

y
オ
フ
ィ
ス

万
代
島
ビ
ル
の
２
階
及
び
６
階
か
ら
２０
階

ま
で
が
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で
す
。
国
際
交
流
支

援
や
産
業
振
興
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
国

際
交
流
団
体
、
国
際
経
済
の
研
究
機
関
や

経
済
団
体
な
ど
も
入
居
し
ま
す
。

u
県
立
万
代
島
美
術
館

万
代
島
ビ
ル
の
５
階
に
開
館
し
ま
す
。
プ

レ
オ
ー
プ
ン
展
の
あ
と
、
県
の
芸
術
文
化
、

国
際
的
な
文
化
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
７

月
１２
日
G
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

朱
鷺
メ
ッ
セ
は
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
国
際
展
示
場
、
国
際
会
議
場
な
ど
）と
日
本
海

側
随
一
の
高
さ（
１４０
・
５ｍ
）の
万
代
島
ビ
ル（
ホ
テ

ル
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
）か
ら
な
る
複
合
施
設
で
す
。

朱
鷺
メ
ッ
セ
自
慢
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

q
国
際
展
示
場

展
示
面
積
は
県
内
最
大
の
７
、
８
０
０
㎡
。

１８
〜
２５
ｍ
と
十
分
な
天
井
高
、
柱
の
な
い
ゆ
と

り
の
大
空
間
も
魅
力
で
す
。
見
本
市
、
イ
ベ
ン

ト
、コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
幅
広
い
利
用
が
可
能
で
す
。

w
国
際
会
議
場

国
際
会
議
場
に
は
550
名
収
容
の
国
際
会

議
室
を
は
じ
め
、
１
、
０
０
０
名
収
容
の
メ
イ

ン
ホ
ー
ル
、
中
・
小
会
議
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

国
際
会
議
室
と
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
は
県
内

●
朱
鷺
メ
ッ
セ
の
施
設

◆５月１日（木）～５月５日（月）
オープニングを飾る記念事業のうち、主なイベント

を紹介します。朱鷺メッセ全体を活用して開催し、い

ずれも入場無料です。皆さんぜひお越しください。

◎会場：国際展示場

「明日の暮らしを体験してもらうこと」を目的とした、

誰にでも分かりやすい参加体験型の展示会です。

「循環型社会の創造」「生物・生命科学の可能性」

「人と技術の調和」「暮らしを彩るＩＴ革命」をテーマ

に、自然エネルギーやバイオテクノロジー、ロボッ

トなど、人々の未来の暮らしに関わる技術を紹介

します。

朱鷺メッセ開業記念事業

朱
鷺
メ
ッ
セ
は
こ
こ
で
す

●問い合わせ
朱鷺メッセ開業記念事業実行委員会事務局
（万代島再開発課内） 1０２５（２８０）５１００

FAX０２５（２８５）３５１３

1.

◎会場：国際展示場

全国のロボット工学や人工知能の研究者が参加

して、ロボットによるサッカー競技会などを開催しま

す。競技種目はロボット

サッカーリーグ、ジュニア

リーグ、レスキューリーグ

です。

2. ロボカップジャパンオープン２００３新潟

◎会場：国際会議場
●シンポジウム 「日本経済」「地域産業」「サイ
エンス」「メディア・アート」をテーマに開催します。

●セミナー 子供たちが参加できる「科学と遊
ぶ体験プラザ」や教員の方々を対象に「ＩＴ教育
推進セミナー」を開催します。

3.シンポジウム／セミナー
「ロボカップ2002 福岡・釜山」

i
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

県
庁
か
ら
万
代
島
ビ
ル
の
２
階
に
移
転
し
ま
す
。

o
緑
地

万
代
島
地
区
全
体
で
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な

ど
を
約
１０
万
本
植
栽
し
、
２.７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緑

地
を
つ
く
り
ま
す
。

▲展望室から西側を望む

●
問
い
合
わ
せ

万
代
島
再
開
発
課
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●
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
利
用
申
込
は

新
潟
万
代
島
総
合
企
画
1
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朱
鷺
メ
ッ
セ
が
あ
る
万
代
島
地
区
は
、
新
潟
駅
や

空
港
に
近
く
交
通
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
新
潟
市
の
中

心
、
信
濃
川
の
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
新
潟
駅
か
ら
バ
ス
で
約
１０
分
で
す
。

朱鷺メッセＰＲマルチワイドバス運行中

信
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「
い
ろ
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か
た
ち
・
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
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５
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万代島
再開発
事業

w国際会議場q国際展示場 eエスプラナード

r展望室

t民間ホテル

yオフィス

o緑地

u県立万代島美術館

i県パスポートセンター

万代島ビル

新潟コンベンションセンター

世界へ飛躍する“国際交流拠点”
新潟の新しいシンボル

朱鷺メッセ5月1日オープン
明治という新しい時代の幕開けを迎えるにあたって、江戸時代後期の鎖国
日本が世界に開いた五つの港。新潟もそのうちのひとつでした。
今、その新潟に、２１世紀の新しい国際交流拠点「朱鷺メッセ」が、環日本海
のゲートウェー、万代島で産声を上げます。



県では、恵まれた高速交通体系や、環日本海
の国や地域との古くからの交流の実績を活か
しながら、「世界に開かれた交流拠点づくり」を
進めています。

ソウル�

佐渡�
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広島� 大阪�

名古屋�

ホノルルへ�

グアムへ�

新潟�新潟�
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～発着路線が便利！～
国内外１８都市を結ぶ航空路を有しています。

ハバロフスク、イルクーツク（運休中）、ウラジオストク、
ソウル、上海／西安、ハルビン、グアム、ホノルル（季
節便）

大阪、札幌、女満別（季節便）、旭川（季節便）、佐渡、
名古屋、広島、福岡、沖縄（季節便）

世 界 へ の 窓 口

新 潟 空 港
地域拠点空港として着実に発展する新潟空港。新潟

の空の玄関口として国際交流の窓口にもなっています。
県では、現在、Ｗ

ダブル

ミリオン構想（２０１０年に国内線・国際
線を合わせた利用者数２００万人の達成）の実現を目指
して、航空路の新設・拡充など、空港の利用促進と、空
港滑走路の３,０００ｍ化の実現を目指した取組を進めて
います。ますます便利になる新潟空港を、ぜひご利用く
ださい。

～施設が便利！～
●チェックインロビー（１階）、出発ロビー（２階）を中央
に配置した、分かりやすい構造です。そのため、空
港到着から出発までの移動距離が短く、海外旅行
初心者や中高年の方でも利用しやすい施設です。

●建物全体を包む大屋根からの採光に工夫を凝ら
し、またセンタープラザを天井までの吹き抜けとす
ることで、建物全体を明るく開放感があるように設
計しています。

●９８０台利用可能な大型駐車場を完備。（営業時間
６:３０～２１:３０）

①入場から３０分まで・・・・・・・・・・・・１００円

②６時間まで１時間ごと ・・・・・・・・・・１５０円

③６時間を超えて２４時間まで ・・・・・・１,０００円

※２日目以降は②、③の繰り返し

～アクセスが便利！～
新潟駅からバスで約２５分、タクシーなら約２０分。高速道路

の新潟空港Ｉ.Ｃからは車で約１０分の好立地で、アクセスがとて
も便利です。また、移動時間・経費も県内在住の方なら多くの
場合、県外の空港を利用した場合よりも短時間で済み、割安に
なります。

海外8路線

国内9路線

駐車料金

y空港課 1 025（280）5471 FAX 025（284）5042

会員限定格安モ
ニターツアーの案
内など空港情報
をお届けします！

特典

1

y新潟空港整備推進協議会事務局　1025（223）1401

空港駐車場・ターミナルの
利用券（1,000円相当）と
屋上送迎デッキ無料利用
券をもれなく進呈！

特典

2
ターミナル内の
お買い物は
5％ＯＦＦ！

（一部店舗を除く）

特典

3
●例えば…上越市（起点：直江津駅）からの所要時間と移動経費（片道）

※1経費には、高速道路利用料、燃料代等を含みます。
※2越後湯沢駅経由で新幹線利用。

自家用車（高速道路利用） 鉄　道
利用空港

所要時間 経　費 所要時間 経　費
新潟 約２時間 約１６,０００円 約２時間半 約１５,０００円
成田 約５時間 約１７,０００円 約４時間 約１１,０００円

未来に向かって�

※1

※2

y国際交流課　1025（280）5098 FAX 025（280）5126

～ パートナーシップによる国際化の推進 ～
県国際交流協会、旅券センターなどの国際化に関連した機関・団体が朱鷺 メッセに移転し、

連携することによってパートナーシップによる国際化が進展するものと期待さ れています。

～大綱の目指すもの～
この大綱では、「県民とともに築く、世界に開かれた新潟」を基本目標とし、 国際化を担う主
役である「県民」をはじめ、民間団体、行政などが互いに手を取り合って「世　界に開かれた新
潟」を目指すこととしています。県民、民間団体、県国際交流協会、行政、それ ぞれが互いに対
等な関係に立ったパートナーシップ（連携・協働）を確立し、国際化を進めてい きます。

世 界 に 開 か れ た 交 流 の 拠 点 を 目 指 し て

新潟県国際化推進大綱策定
新潟に住む人々が、もっと世界の人たちと交流し、手を取り合えるように・・・・。

新潟県では、新潟が世界に開かれた交流の拠点として、世界との関係の中で 地域の発展を目
指し、県民の生活を豊かにしていこうと、「新潟県国際化推進大綱」を策定しました。

～移転する機関・団体～
●県旅券センター
４月下旬、県庁にある旅券センターは、「パスポートセンター」に名称を改
め、朱鷺メッセ（万代島ビル２階）に移転します。また、移転したパスポート
センターでは、５月から旅券の日曜交付を開始する予定です。
y国際交流課　1025（280）5101 FAX 025（280）5127

世 界 と の 交 流 は 朱 鷺 メ ッ セ か ら

国 際 化 の 総 合 セ ン タ ー
３月以降、新潟市内にある国際化に関連した機関や団体は朱鷺メッセに移　転し、それぞれ
が機能の向上を図ります。これにより、朱鷺メッセが「国際化の総合センター」 として本県の国
際交流の拠点となり、利便性の向上やビジネスも含めた国際的活動の充実が　図られます。

●（財）新潟県国際交流協会
４月１日に新潟市新光町から朱鷺メッセ（万代島ビル２階）に移転します。本県の国際交流
等に関する情報の受発信機能を充実させるとともに、県民の国際活動へ　の支援体制を強
化し、国際化を総合的に推進する中心的な役割を果たします。なお、新 しい施設の名称
は、「新潟県国際交流プラザ」に決まりました。
y国際交流課　1025（280）5098 FAX 025（280）5126
（財）新潟県国際交流協会　1025（285）6020

●（財）環日本海経済研究所（ＥＲＩＮＡ
エ リ ナ

）
３月下旬に新潟市上大川前通から移転します。北東アジア地域の経済に 関する調査研究
機能の中心的な役割を果たすとともに、国際会議やセミナーの開催など により、交流の
場を積極的に提供していきます。なお、６月２・３日には、朱鷺メッセにお いて「北東アジ
ア経済会議２００３イン新潟」が開催されます。
y企画課　1025（280）5087 FAX 025（280）5507
（財）環日本海経済研究所　1025（222）3141

（財）新潟県国際交流協会
県民参加による国際交流の推進と世界に開かれた新潟県の実現を目的として平成２年に設立 されました。
国際交流に関する情報提供や人材育成、国際理解を進めるための研修会などを行っています。

（財）環日本海経済研究所
日本と北東アジア地域の経済交流を促進し、北東アジア経済圏の形成・発展と国際社会へ の貢献を目的とし
て平成５年に設立されました。北東アジア地域の経済に関する情報の収集・提供や調査研究な どを行っています。

（3） （2）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
の
皆
様
、
新
し
い
年
を
ど
ん
な
想
い
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
今
年
こ
そ
景
気
回
復
を
、
と
願
っ
て
既
に
１０
年
に
な
り

ま
す
が
、
新
し
い
年
を
迎
え
、
ま
た
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
の
は
私
だ
け

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
持
ち
越
さ
れ
た
景
気
回
復
を
今
年
こ
そ
・・・
。

昨
年
暮
、
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
２４
年
ぶ
り
に
日
本
に
帰
ら
れ
た
曽

我
さ
ん
、
蓮
池
さ
ん
と
地
村
さ
ん
御
夫
婦
に
お
逢
い
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
日
５
人
は
改
め
て
自
ら
の
意
志
で
日
本
で
家
族
の

帰
国
を
待
つ
こ
と
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
明
る
く
気
丈
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
心
境
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
当

初
の
期
待
と
異
な
り
、
新
年
に
持
ち
越
さ
れ
た
御
家
族
の
帰
国
の
一

日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
皆
で
強
く
願
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
支

援
を
し
っ
か
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

ま
た
、「
構
造
改
革
」
も
持
越
し
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
中
、
道
路

公
団
の
民
営
化
や
、
不
良
債
権
処
理
の
問
題
を
巡
り
エ
キ
サ
イ
ト
し

た
議
論
は
あ
り
ま
し
た
し
、「
三
位
一
体
」の
見
直
し
と
い
う
こ
と
で

打
ち
出
さ
れ
た
地
方
財
政
の
改
革
も
議
論
は
さ
れ
ま
し
た
が
、
肝
心

の「
構
造
改
革
」の
全
体
の
明
確
な
シ
ナ
リ
オ
が
み
え
ず
、
し
か
も
最

も
重
要
な「
公
共
部
門
か
ら
民
間
部
門
」へ
の
国
の
あ
り
方
の
構
造
調

整
の
具
体
策
が
な
い
ま
ま
、
部
分
的
改
革
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
国
民

的
合
意
が
確
立
出
来
な
い
ま
ま
改
革
２
年
目
も
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
つ
く
づ
く
日
本
人
の
”
改
革
ベ
タ
“を
嘆
か
ず
に
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
今
年
は
、
少
な
く
と
も「
地
方
分
権
」の
分
野
で
大
き
く
前

進
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
こ
数
年
私
の
ラ
イ
フ
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
２
つ
の
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
と
い
う
課
題
も
持
越
し
と
な
り
ま
し
た
。
よ
く
、
２１
世

紀
は
２０
世
紀
の「
社
会
主
義
対
資
本
主
義
」
と
い
う
対
立
か
ら
、「
経

済
主
義
対
環
境
主
義
」
と
も
い
う
べ
き
対
立
に
移
行
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
も
あ
り
、
今
や
世
界
は
ひ
と
つ
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
し
て
市
場
経
済
の
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
一
方
、

地
球
環
境
と
い
う
人
類
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
が
生
じ
、
地
球
規
模

で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
相
反
す
る

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
ど
う
統
合
し
て
い
く
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
解
決
に
は
、
新
し
い
人
類
の
知
恵
と
連
携
が
必
要
で

あ
り
、
も
し
か
す
る
と
一
生
持
越

し
て
い
く
テ
ー
マ
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
新
年
に
当
た
り
、
沢
山
の

持
ち
越
さ
れ
た
課
題
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
々
に
幸
せ
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
形
で
解
決
し
て
い
く
こ
と
を

切
に
願
う
も
の
で
す
。
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■市町村合併に係る県内の動き
（平成14年12月19日現在）
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総計（実数）�

協議組織等の区分� 組織数� 関係市町村数�
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1�

20

12 �

67 �

20 �

2 �

101（91.0%）�

※五泉市・村松町：平成15年1月にも任意合併協議会を設置する予定

特
集 市 町村合併

最
近
、
合
併
に
関
連
し
て

ど
ん
な
こ
と
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
？

し
た
が
っ
て
、
一
般
的
に
は
、
合
併
す
る
と
地
方
交
付
税
交
付
金
の

配
分
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
行
財
政
運
営
に
必
要
な

財
源
ま
で
も
減
ら
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
合
併
に
よ
っ
て
直
ち
に
人
件
費
の
削
減
や
施
設
の
統
廃
合
な
ど

の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
市
町
村
合
併
特
例
法
で
一
定

期
間
、
地
方
交
付
税
交
付
金
の
算
定
方
法
の
特
例
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
合
併
が
行
わ
れ
た
年
度
と
こ
れ
に
続
く
10
か
年
度
は
、
合

併
し
な
か
っ
た
と
み
な
し
て
計
算
さ
れ
る
旧
市
町
村
の
地
方
交
付
税
交

付
金
の
合
計
額
を
保
障
し
、
そ
の
後
５
か
年
度
は
、
本
来
の
額
に
調
整
し

て
い
く
激
変
緩
和
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
合
併
す
る
と
ま
ち
の
借
金
が
増
え
る
っ
て
本
当
？

使
い
み
ち
を
十
分
考
え
て
か
ら
活
用
す

れ
ば
、
大
き
な
負
担
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

合
併
し
た
場
合
、
合
併
後
の
速
や
か
な
一
体
性
の
確
保
ま
た
は
均
衡

あ
る
発
展
の
た
め
、
市
町
村
建
設
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
道
路
や
公
共

的
施
設
の
整
備
事
業
な
ど
に
対
し
て
、
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
合
併
特
例
債
は
、
元
利
償
還
金
の
70
％
が
地
方
交

付
税
交
付
金
で
補
填
ほ
て
ん

さ
れ
る
、
非
常
に
有
利
な
財
政
上
の
特
例
措
置
で

す
。
た
だ
し
、
い
く
ら
合
併
特
例
債
が
有
利
と
い
っ
て
も
、
借
入
金
は
返

済
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で
す
か
ら
、「
あ
と
か
ら
返
せ
ば
い
い
」と
、

安
易
に
合
併
特
例
債
を
多
用
し
て
し
ま
う
と
、
新
し
い
ま
ち
の
財
政
計

画
上
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
既
存
事
業
の
見
直
し
を
含
め
た
検
討
を

十
分
行
っ
た
上
で
、
市
町
村
建
設
計
画
を
作
成
す
る
中
で
本
当
に
必
要

な
事
業
に
充
て
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
ま
た
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
本
当
に
必
要
な
事
業
に
合
併
特
例
債
を
充
て
れ
ば
、
将
来
的
な
必

要
経
費
の
負
担
が
少
な
く
な
る
の
で
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
つ
く
る
と
き
に
、
合
併
特
例
債
を
い

か
に
活
用
す
る
か
が
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
、
こ
れ
ま
で
の
全
国
一
律

の「
均
衡
あ
る
発
展
」か
ら「
個
性
あ
る
地
域
の
発
展
」や「
知
恵
と
工
夫
の

競
争
に
よ
る
活
性
化
」へ
と
方
向
転
換
が
行
わ
れ
て
い
く
中
で
、
こ
れ
か
ら

は
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
町
村
合
併
を
検
討
す
る
中
で
は
、
様
々
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
十
分
認
識
し
、
合
併
に
か
か
る
一
つ
ひ
と
つ
の
疑
問

を
解
決
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
で
す
。

未来に向かって�

市
町
村
合
併
は
、
３０
年
後
、
５０
年
後
の
将
来
を
見
据
え
た
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
の
有
効
な

手
段
で
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
が
、
合
併
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
お

住
ま
い
の
地
域
の
議
論
に
積
極
的
に
参
加
し
、
目
先
の
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
将
来
を
見
据
え
た
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

県
は
、
自
主
的
な
市
町
村
合
併
の
実
現
に
向
け
て
、
県
民
の
皆
さ
ん

に
対
す
る
情
報
提
供
・
周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
、
合
併

を
検
討
し
て
い
る
協
議
会
や
民
間
団
体
等
へ
の
財
政
支
援
を
す
る
な

ど
、
具
体
的
な
合
併
の
検
討
を
行
う
地
域
を
引
き
続
き
積
極
的
に
支
援

し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
声
を
！

凡例�
法定合併協議会 (※1)�
任意合併協議会 (※2)�
研究会�
課長間の研究会等�

●
合
併
す
る
と
周
辺
地
域
が
寂
れ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

合
併
す
る
前
に
、
合
併
協
議
会
な
ど
で
住
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
周
辺
地
域
の
振
興

策
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
対
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

q
合
併
前
に
、
関
係
市
町
村
の
間
で
協
議
を
し
て
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
や

地
域
ご
と
の
機
能
分
担
に
配
慮
し
た
、
新
た
な
市
町
村
の
一
体
的
整
備

を
十
分
に
検
討
す
る
。
同
時
に「
市
町
村
建
設
計
画（
※
３
）」で
そ
の
方

針
を
明
記
す
る
。

・
北
蒲
原
郡
南
部
郷
地
域
で
は
市
町
村
建
設
計
画
の
中

で
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
「
地
域
別
整
備
計
画
」
を
定

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
国
・
県
で
は
、
合
併
特
例
債（
※
４
）や
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
の

各
種
財
政
支
援
策
に
よ
り
、
均
衡
あ
る
発
展
や
一
体
化
に
役
立
つ
施
設

の
整
備
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

w
旧
市
町
村
ご
と
に「
地
域
審
議
会（
※
５
）」
を
設
置
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
住
民
参
画
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ス
テ

ム
を
取
り
入
れ
る
。

・
佐
渡
地
域
、
長
岡
地
域
、
上
越
地
域
な
ど
で
は
地
域
審
議

会
の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

・
北
魚
沼
地
域
で
は
、
行
政
の
地
区
担
当
職
員
を
置
き
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

●
合
併
す
る
と
地
方
交
付
税
交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
っ
て
本
当
？

合
併
し
た
か
ら
と
い
っ
て
地
方
交
付
税
交
付
金
が
減
ら
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
減
ら
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、

市
町
村
合
併
に
よ
る
行
財
政
基
盤
の
効
率
化
に
よ
っ
て
地

方
交
付
税
交
付
金
は
、
少
な
く
て
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
市
町
村
で
も
標
準
的
な
行
政
を
計
画
的
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
人
口
規
模
や
産
業
構
造
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
方
税
収

な
ど
各
市
町
村
の
財
政
力
に
は
差
が
あ
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
制
度（
※
６
）は
、
所
得
税
等
の
国
税
の

一
定
割
合
を
元
手
と
し
て
、
各
市
町
村
の「
標
準
的
な

行
政
」
を
行
う
た
め
に
必
要
な
財
源
を
個
々
に
計
算
し
、

そ
の
不
足
額
を
各
市
町
村
に
配
分
す
る
も
の
で
す
。

ど
ん
な
に
小
さ
な
町
や
村
で
も
、
一
定
の
組
織
・
機

構
は
必
要
で
す
し
、
相
応
の
役
場
を
構
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
人
口
が
少
な
い
小
さ
な
市
町
村
は
、
ど
う
し
て
も
住
民
一

人
当
た
り
の
経
費
が
た
く
さ
ん
必
要
に
な
り
、
結
果
的
に
は
割
高
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
合
併
に
よ
っ
て
人
口
規
模
の
大
き
い
市
や
町
に
な
る
と
、
住

民
一
人
当
た
り
の「
標
準
的
な
行
政
を
行
う
た
め
の
必
要
経
費
」は
、
合

併
前
に
比
べ
少
な
く
て
済
む
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に
行
財
政
が
効
率

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

法定合併協議会設置地域�

任意合併協議会設置地域�

その他の研究会等�

総　　　計�

129地域（　519市町村）�

153地域（　684市町村）�

385地域（1,444市町村）�

667地域（2,647市町村(全国の約８割））�

※全国の合併の検討に向けた動き（総務省調査。平成14年10月１日現在）�

左
の
図
で
お
分
か
り
の
よ
う
に
、

今
、
101
市
町
村
で
合
併
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
と
は
、
い
く
つ
か
の
市
町
村

が
一
つ
に
な
っ
て
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営

や
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

地
方
分
権
の
推
進
、
日
常
社
会
生
活
圏
の

拡
大
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
な
ど
の
社
会

情
勢
を
受
け
、
県
内
１１１
市
町
村
の
う
ち

市

町
村
で
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
合

併
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

101

い
ま
、
県
内
は

ど
ん
な
状
況

な
の
？

市町村
�

合併�

（
※
１
）法
定
合
併
協
議
会

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
議
会
の
議
決

を
経
て
設
置
さ
れ
ま
す
。
市
町
村
建
設

計
画
の
作
成
を
は
じ
め
、
合
併
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
協
議
を
行
う
場
と
な
り
ま
す
。

（
※
２
）任
意
合
併
協
議
会

法
律
に
基
づ
か
な
い
任
意
組
織
で
、
法

定
合
併
協
議
会
設
置
の
前
段
と
し
て
設

置
さ
れ
ま
す
。
合
併
協
議
の
初
期
の
段
階

で
の
事
前
調
整
や
課
題
整
理
を
す
る
な

ど
、幅
広
く
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
※
３
）市
町
村
建
設
計
画

合
併
協
議
会
が
合
併
後
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
し
て
作
成
す
る
も
の
で
、
合
併
市

町
村
の
将
来
の
方
向
性
や
基
幹
と
な
る

事
業
、
合
併
後
の
財
政
計
画
等
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
す
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
事

業
に
は
、
合
併
特
例
債
や
合
併
市
町
村
補

助
金
な
ど
が
活
用
で
き
ま
す
。

（
※
４
）合
併
特
例
債

合
併
後
、
市
町
村
建
設
計
画
に
基
づ

き
旧
市
町
村
相
互
間
の
速
や
か
な
一
体

性
を
確
立
す
る
た
め
特
に
必
要
な
事
業

に
充
て
ら
れ
る
起
債
。
一
般
の
起
債
に

比
べ
非
常
に
有
利
な
財
政
措
置
が
講
じ

ら
れ
ま
す
。（
事
業
費
の
95
％
ま
で
起
債
が

認
め
ら
れ
、
そ
の
70
％
が
後
で
地
方
交
付

税
交
付
金
と
し
て
補
填
ほ
て
ん

さ
れ
ま
す
。）

【
対
象
事
業
例
】

・
旧
市
町
村
相
互
間
の
道
路
、
橋
梁
、
ト

ン
ネ
ル
等
の
整
備

・
行
政
水
準
の
均
衡
を
図
る
た
め
の
施

設
の
整
備

・
地
域
の
行
事
の
展
開
、
伝
統
文
化
の
伝

承
等
に
関
す
る
事
業
実
施
の
た
め
の

基
金
造
成

（
※
５
）地
域
審
議
会

地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
施
策
に
反
映

で
き
る
よ
う
に
、旧
市
町
村
区
域
ご
と
に
、

首
長
の
諮
問
に
よ
り
、
審
議
し
た
り
、
ま

た
は
必
要
に
応
じ
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
附
属
機
関
を
置
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
※
６
）地
方
交
付
税
制
度

標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
し
、

各
市
町
村
の
財
政
力
の
格
差
を
是
正
す

る
た
め
、
所
得
税
等
国
税
の
一
定
割
合

を
元
手
と
し
て
、
都
道
府
県
・
市
町
村
に

配
分
さ
れ
る
も
の
で
す
。

用
語
解
説

「新潟・新しい波」を実現する交通ネットワークを目指して

新潟県交通政策大綱をまとめました
地域の文化や社会経済の発展は、人々がにぎやかに行き交い交流する「交通の

発達」とともにありました。21世紀にはますますその重要性が増しています。
県では、県民の皆さんが活発に交流し、真の豊かさを実感できる社会の実現に

向け、高速交通体系の整備や都市交通問題の解決、生活交通の確保など、県の交
通政策を総合的に推進していく指針となる「交通政策大綱」をまとめました。

基本的な方向は

「生活と地域を支える交通体系づくり」、「人と地

球にやさしい交通環境づくり」を基本に、新潟県

の目標「新潟･新しい波」を実現する交通政策を

推進します。

●都市圏では�

●中山間地域では�

●県内外との交流を一層さかんにし、新潟県の拠点性を高めるために�

まちづくりと一体となって快適な移動を実現します。�目指すものは�

そのためには�

○鉄道とバスの接続をスムーズにして、
　乗り換えの待ち時間を解消します。�
○専用レーンやバス優先信号などでバスが
　時刻通りに運行できるようにします。�
○パークアンドライド駐車場の整備など、マイカー
　からバスや鉄道への乗り換えをしやすくします。�

今までのマイカー中心から公共交通の利用を�
 進めるため、鉄道やバスなどを利用しやすくします。�

○電線類の地中化や植樹帯整備、歩道整備
　を進め、魅力的な都市景観と快適な歩行空
　間をつくり出します。�
○鉄道駅やバスターミナルでのエレベーター
　の設置や周辺道路の段差解消など、交通
　のバリアフリー化を進めます。�

にぎわいのあるまちづくりのための�
交通環境づくりを進めます。�

たとえば� たとえば�

生活交通を守るとともに、都市との交流をさかんにします。�目指すものは�

そのためには�

○スクールバス、福祉バスの活用や、利用者の
　要望により運行を行うデマンドバスなど、
　地域の実情に応じた生活交通づくりを進めます。�
○「冬の交通バリアフリー」として雪に強い、
　安全・安心な道路整備を進め、冬の生活交
　通を確保します。�

住民に欠かせない生活交通を確保するため、�
 それぞれの地域の実情に合った取組を進めます。�

○市町村中心部から新潟市・長岡市・上越市
　の中心部までおおむね1時間で、インター
　チェンジまでおおむね３０分で到達できる
　道路などの交通基盤の整備を進めます。�
○自然、歴史、文化など地域の個性を活かし
　た魅力ある道路整備を進めます。�

いきいきした地域づくりのための�
　交流基盤づくりを進めます。�

たとえば� たとえば�

世界に開かれた新潟づくりを進めます。�目指すものは�

そのためには�

○航空路線の拡大や、北米・ヨーロッパ等への
　長距離直行便の就航を可能にする３,０００ｍ
　滑走路の実現に向けた取組など、新潟空
　港の国際航空ネットワークを広げます。�
○新潟駅と新潟空港を結ぶ鉄道整備の検討や、
　シャトルバスの利便性向上を図ります。�

新潟空港を中心とした世界との�
　ダイレクトアクセスを実現します。�

○北陸新幹線の整備促進、羽越本線や信越
　本線の高速化・新幹線直通化の推進により、
　日本海沿岸の高速鉄道網を整備します。�
○日本海東北自動車道の早期完成を促進し、
　県内高速道路網を充実します。�

近隣県等との広域的な交流を広げる�
　アクセス機能を強化します。�

たとえば� たとえば�

y交通政策課　1025（280）5109 FAX 025（280）5089

（5） （4）



年
齢
や
性
別
、
能
力
、
障
害
の
有
無

な
ど
に
関
わ
り
な
く
、
す
べ
て
の
生
活

者
に
適
合
す
る
物
や
生
活
空
間
を
つ
く

る
考
え
方
で
す
。
誰
も
が
使
い
や
す
く
、

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
や
も
の
づ

く
り
、
環
境
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

※
た
と
え
ば
、
絵
や
大
き
な
文
字
を
使
っ
た
誰
に
も
分
か
り
や
す

い
案
内
板
、
右
利
き
左
利
き
ど
ち
ら
で
も
利
用
で
き
る
ハ
サ
ミ
、

様
々
な
身
長
の
人
が
使
い
や
す
い
よ
う
二
重
に
取
り
付
け
た
手

す
り
な
ど
…
。
こ
の
よ
う
に
誰
も
が
使
え
た
り
、
よ
り
多
く
の

人
が
不
便
を
感
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
使
い
や
す
さ
に
加
え
、
さ
り
げ
な
く
美
し
い
デ
ザ
イ
ン

な
ら
、
み
ん
な
が
自
然
に
使
い
た
く
な
り
、
利
用
す
る
人
の
対

象
も
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
製
品
や
施
設
な
ど
の
多
く
が
、
健
康

な
人
が
使
う
こ
と
を
前
提
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
誰
に
も
訪
れ
る
加
齢
や
、
社

会
の
多
様
化
な
ど
に
十
分
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
障
害
が
あ
る
人
や
高
齢
者
な
ど
の
た
め
に
特
別

に
つ
く
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
障
壁（
バ
リ
ア
）

と
な
る
も
の
を
つ

く
ら
な
い
、
誰
も

が
使
え
る
よ
う

に
し
て
い
こ
う
と

い
う
の
が
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

で
す
。

県
で
は
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
調
査
や

研
究
を
行
う
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
」
を
県

庁
内
に
設
置
し
た
り
、
県
民

の
皆
さ
ん
へ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
普
及
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
進
め
る
た

め
の
方
向
性
や
具
体
的
事

業
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
皆
さ
ん
の
日
常
の

生
活
の
中
で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
み
ん
な
が
通
り
や
す
い
よ
う
に
歩
道
に
自

転
車
を
放
置
し
な
い
こ
と
な
ど
は「
心（
ハ
ー
ト
）の
ユ
ニ
バ

未来に向かって�
のぞいてみよう
県施設の中の

ユニバーサルデザイン

森林公園・天竺
てんじく

の里
・六日町 編

▲

様々な背の高さの人が使うこ

とを考え、高さの違う手すりを

階段に設置している。

※現在は改修中のため、団体での見学のみ可です。

のぞいてみよう
県施設の中の

ユニバーサルデザイン

新潟スタジアム
（ビッグ スワン）・新潟市 編

車いす席とその前の一般席に段差を設け、

視界を遮らない。また、一般席と一体化し

た場所にあり、分け隔てがない。▼

▲ボタンや取出し口が
使いやすい位置にある自動販売機。

▲もともとは首を反らせるのが困難な
人のために開発された湯飲み茶碗。
ほのぼのしたデザインで、一般の人
からも人気がでている。

▲階段のわきにさりげなく
スロープが付けられている。

ユニバーサル／universal 
普遍的な、すべての人々の、全世界の など

デザイン／design 
計画、構想、設計など

を意味する。

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
？

●
な
ぜ
注
目
さ
れ
て
い
る
？

『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
建

築
、製
品
』と
い
っ
た
こ
と
ば
が
最
近
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
さ
を
向
上
さ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
。

そ
れ
は
ど
ん
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

み
ん
な
に
便
利
、
私
に
快
適

本日のテーマ�

1�

2

▲講演会や会議での要約筆記。聴覚
障害がある人だけでなく、うっかり
話を聞き逃した場合など誰にとっ
ても便利だ。

←
断面図

１０
月
号
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

１０
月
号
に
も
多
数
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
「
買
い
物
で
く

ら
し
を
変
え
よ
う
」
ご
み
半
減
県
民
運
動
に
関
連
し
て
、「
ご
み
を
減
ら
す
具
体
的
な
方
法
が

知
り
た
い
」
と
い
う
ご
意
見
が
多
か
っ
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す
工
夫

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
４
割
以
上（
容
積

比
）が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
や
包
装
で
す

（
平
成
１２
年
度
環
境
省
調
べ
）。
買
い
物
を
工

夫
し
て
こ
れ
ら
の
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

（1）
買
い
物
袋
や
ふ
ろ
し
き
を
持
参
す
る

２５０
万
人
の
県
民
が
１
枚
ず
つ
レ
ジ
袋
を
余

分
に
も
ら
う
だ
け
で
、
ご
み
の
量
が
約
１７.５
ト
ン

増
え
、
ご
み
処
理
費
用
だ
け
で
約
６８
万
円
か

か
り
ま
す
。
レ
ジ
袋
を
ご
み
袋
に
使
っ
て
い
る

家
庭
で
も
、
も
ら
っ
た
レ
ジ
袋
の
半
分
は
ご
み

と
し
て
捨
て
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ

り
ま
す
。
レ
ジ
袋
は
断
り
、
買
い
物
袋
な
ど
を

持
参
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
に
持
ち
込
ま
れ
る

ご
み
を
減
ら
す
具
体
的
な
方
法

（2）
詰
替
え
商
品
を
選
ぶ

詰
替
え
商
品
に
は
シ
ャ
ン
プ
ー
や
香
辛
料
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

ボ
ト
ル
入
り
商
品
に
比
べ
て
一
般
的
に
値
段

が
お
得
で
す
。
ま
た
、
詰
替
え
容
器
は
ボ
ト
ル

容
器
と
比
べ
て
容
積
が
５
分
の
１
に
な
る
も

の
も
あ
り
、
ご
み
の
減
量
に
も
役
立
ち
ま
す
。

（3）
ば
ら
売
り
商
品
を
選
ぶ

食
品
ト
レ
イ
の
中
に
は
１
枚
１０
円
以
上
す

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
使
い
終
わ
っ
た

食
品
ト
レ
イ
は
、
ご
み
と
し
て
処
理
し
て
も
、

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
も
お
金
や
資
源
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
な
る
べ
く
食
品
ト
レ
イ
を
使
わ
な

い
よ
う
、
で
き
る
だ
け
ば
ら
売
り
商
品
を
購

入
し
ま
し
ょ
う
。

■
過
剰
包
装
を
断
る

気
に
な
る
の
が
過
剰
包
装
で
す
。
県
民
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
お
中
元
や
お
歳
暮
な
ど

に
つ
い
て
、
受
け
と
る
側
の
意
識
は「
簡
易
な

包
装
で
い
い
」が
60.7
％
で
、「
丁
寧
な
包
装
が
い

い
」は
17.9
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す（「
買
い
物

行
動
に
関
す
る
県
民
と
事
業
者
の
意
識
調

査
」
平
成
１４
年
３
月
）。
や
は
り
贈
ら
れ
て
う

れ
し
い
の
は
簡
易
包
装
な
ん
で
す
ね
。

■
買
い
過
ぎ
や
衝
動
買
い
に
気
を
つ
け
る

つ
い
つ
い
し
て
し
ま
う
の
が
、
買
い
過
ぎ
て
余

ら
せ
て
し
ま
っ
た
り
、
不
要
な
も
の
を
衝
動
買

い
し
て
し
ま
う
失
敗
で
す
。
ま
た
、
使
い
捨
て

で
す
ぐ
ご
み
に
な
る
も
の
を
買
っ
た
り
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
に
気
を
つ
け
れ
ば
、
あ
な

た
も
今
日
か
ら
買
い
物
名
人
！

多くの県民に、興奮と感動を与えたワール

ドカップサッカー大会。その成功を記念する

とともに、大会成功の原動力となったボラン

ティアの皆さんに感謝の気持ちを表す記念

植樹が、昨年11月に新潟スタジアム（ビッグ

スワン）脇の緑地広場で行われました。この

植樹は、一昨年、この会場でスタート宣言を

し、今年で３年目を迎える「にいがた『緑』の

百年物語」県民運動の一環でもあります。当

日は好天に恵まれ、ボランティアの皆さんを中

心に約200人もの人たちが、50本あまりの木を心を込めて植えました。

●「にいがた『緑』の百年物語～木を植える県民運動」については、

y企画課　1025（280）5085 FAX 025（280）5507

2002 ＦＩＦＡ ワールドカップ開催記念

植 樹 祭 開 催

「身体障害者補助犬」には、
次の３種類があります。

身体障害者補助犬法には公共的施設などに補

助犬を同伴することができるよう、次のことが定め

られています。

・国・都道府県・市町村の施設と公共交通機関
では、補助犬の同伴を拒んではならない。

・デパート、ホテル、レストランなどの不特定多
数の人が利用する施設では、補助犬の同伴
を拒んではならない（今年１０月から）。

・補助犬の使用者は補助犬の衛生管理に努め、
他人に迷惑を及ぼさないようにする。

y障害福祉課 1 025（280）5212
FAX 025（283）2062

盲 導 犬

視覚に障害のある方
が安全に歩行できる
よう、外出時に目的
地まで誘導する犬

障害のある方の
自立と社会参加がさらに進むよう、
ご理解とご協力をお願いします

「身体障害者
補助犬法」が
昨年１０月に施行
されました

「
買
い
物
で
く
ら
し
を
変
え
よ
う
」

ご
み
半
減
県
民
運
動
に
つ
い
て
は

y
県
民
生
活
課

1
０
２
５（
２
８
０
）５
１
３
５

FAX
０
２
５（
２
８
３
）５
８
７
９

聴 導 犬

聴覚に障害のある方
のために、ブザーの
音や電話の呼び出し
音などを聞き分け、
伝える犬

介 助 犬

肢体の不自由な方の
ために、物を拾い上げ
たり、運んだり、着替え
の手助けをする犬

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」と
も
い
わ
れ
ま
す
。
心
掛
け
や
思
い
や

り
で
一
層
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

▲

看板は、子供や高齢者に
も見やすい高さに設置。
体力・能力に応じたルート
が複数示されている。

※冬期は閉鎖中です。６月から再オープンですのでぜひ来てください！

▲遊歩道は、車いすの人も樹木にふれ
ることができるように工夫している。

す
べ
て
の
人
に
利
用
し
や
す
く
配
慮
さ
れ
た
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
よ
さ
を
、
多
く
の
人
が
気
づ
き
始
め
て

い
ま
す
。
県
で
開
催
し
た
講
演
会（
※
）に
寄
せ
ら
れ
た
参

加
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

※
各
分
野
の
専
門
家
を
招
き
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
講
演
会
」を

昨
年
３
回
開
催
し
ま
し
た
。

●
広
が
っ
て
い
る
共
感
の
輪

「
も
っ
と
詳
し
く
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
知
り
た
い
」、「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
」と
い
う
方
は

y
企
画
課

1
０
２
５（
２
８
０
）５
２
６
９

FAX
０
２
５（
２
８
０
）５
５
０
７

「『ユニバーサルデザイン』を、障害のある人

のための『バリアフリー』として理解していたつ

もりだったが、もっと広い意味だった

ので、考え直すきっかけとなった。」

「ユニバーサルデザインはホスピタリティ（人に対しての

思いやり）と知った。人と接する仕事に就

いていて、ホスピタリティを身近に感じる

ので、日々勉強したいと思った。」

「ユニバーサルデザインのまちづくりには、

多くの人が関わりを持つことが大切

であることが分かった。私もまち

づくりに参加したくなった。」

「誰もが生活しやすい新潟県をつくるには

ユニバーサルデザインの発想が必要で、

どのように取り入れ・生かしていくか

考えていきたい、と感じた。」

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、

誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
社
会
に
参
画
し
、
と
も
に
支
え
合
う

社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

（7） （6）

●
新
潟
県
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
…



新潟スタジアム（ビッグスワン）でワールドカップサッカー大会が開催された昨年は、サッカーＪ２のアルビレッ
クス新潟が、熱い戦いを繰りひろげた年でもありました。あと一歩というところで惜しくも、Ｊ１への昇格はできま

せんでしたが、２３勝１３分け８敗の３位という、チーム過去最高位の好成績を残しました。３月から１１月までの

長いリーグ戦を戦い抜いた、選手やチーム関係者の健闘

に拍手を送ります。

入場者数も大きく伸び、Ｊ２最多の４７万人を超える入場
者を集めました。特に、８月１０日に開催されたセレッソ大阪

戦では、新潟スタジアムの最多入場者数となる４２，２１１人を

記録しました。スタジアムを埋め尽くした観客の大声援とフ

ェアな応援スタイルは、フィールドを広く使った速い攻めとい

う戦術とともに、全国的にも高く評価されました。

3年目を迎える反町監督の指揮の下、今年こそＪ１昇格
の期待が高まります。

yワールドカップ推進局推進課　1025（280）5223 FAX 025（282）0515
８月１０日のセレッソ大阪戦。超満員の新潟スタジアム。

©アルビレックス新潟

今年の３月３１日か
らスタートするＮＨＫ

朝の連続テレビ小説

「こころ」の撮影が県

内で行われました。

このドラマは東
京・浅草と新潟県が

舞台で、下町生まれの主人公が「心意気」を胸に様々な

困難を克服しながら成長していく物語です。県内で舞台

となるのは、花火師をしている父親が住む山古志村、父

親の仕事仲間が住む小千谷市、さらに、主人公の夫の故

郷である六日町です。ドラマを通して、日本一の花火や

山々に囲まれた美しい自然など新潟の魅力が全国のお

茶の間に届けられます。

左から仲村トオルさん、
主演の中越典子さん、かとうかずこさん。

新潟の魅力がお茶の間に
発信されます！

「今年こそＪ１へ！がんばれアルビレックス新潟」
～アルビレックス新潟２００２年シーズンの活躍～

上越新幹線開業20周年と
新幹線「とき号」復活！
上越新幹線は、昭和５７年１１月１５日に新潟－大宮間

で営業が開始され、昨年２０周年を迎えました。この記念

の年に新幹線の名称「とき」が５年ぶりに復活しました。こ

れは、佐渡において、野生復帰に向けた取り組みが進ん

でいる県の鳥「トキ」にちなんだ名称であることから、県としてもその復活を要望してきたものです。

昨年１２月１日に新潟駅で行われた出発式では、最新型「とき号」が登場。多くの観衆に

見守られ、警笛を鳴らして華 し々く出発しました。

上越新幹線は、開業以来５億人以上の人 を々運び、本県と首都圏を結ぶ大動脈とし

て活躍してきました。さらにこれからは、再び佐渡の大空を舞うことが待ち望まれる「トキ」、

今年５月１日に新潟市万代島にオープンする「朱鷺メッセ」（国際展示場やホテルなどの一体

型コンベンション施設）と連携し、３つの「とき」を中心に新潟を全国に発信していきます。

y交通政策課　1 025（280）5109 FAX 025（280）5089

12月1日に行われた出発式 「新潟県障害者芸術文化祭～ふくらむアートふあっとにいがたフェスティバル」
が、昨年１１月から１２月にかけ長岡市で開催されました。

この行事は、県内在住の身体・知的・精神障害のある方々の芸術文化作品を発

表・展示して、その活動を知ってもらい、障害のある方の自立と社会参加を促そうと

行われたものです。県立近代美術館で開かれた美術展には２２５点の絵画、書道

作品などが出展され、また、ハイブ長岡でのステージ発表では音楽や踊りなどが

１２団体から披露され、特に優れた作品には県知事賞が贈られました。

作品や舞台に接した来場者からは、「とても力
強いエネルギーを感じた」「制作することを通して一

人ひとりがいきいきと過ごすことができればうれしい

ことだ」などの感想が寄せられ、障害のある人とな

い人との心の交流の場にもなっていました。これを

きっかけに、障害のある方の創作活動にも一層力

が入ることでしょう。

y障害福祉課　1025（280）5212 FAX 025（283）2062

力作の数々

第1回「新潟県障害者芸術文化祭」開かれる
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案
内

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
１５
分

●
会
場
　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

（
新
潟
市
上
所
）

●
内
容
　
講
演
　
久
田
則
夫
さ
ん

（
龍
谷
大
学
助
教
授
）な
ど

※
申
込
必
要

Y
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

1
０
２
５（
２
８
１
）５
５
８
４

地
産
地
消

ち
さ
ん
ち
し
ょ
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定
！！

◎
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
あ
る
ん
で
す

身
近
に
い
い
物
う
ま
い
も
の
！
」

（
大
和
町
　
小
杉
英
子
さ
ん
）

◎
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

（
新
潟
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

大
澤
ま
ゆ
み
さ
ん
）

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

Y
食
品
・
流
通
課

1
０
２
５（
２
８
０
）５
３
０
４

Ｉ
Ｄ
Ｓ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
作
品
展
示
会

県
内
企
業
が
開
発
し
た
企
画
・
造

形
・
可
能
性
に
優
れ
た
新
商
品
を
展
示

し
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
１５
日
G
〜
１７
日
B

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
３０
分

（
初
日
は
午
前
１１
時
開
始
、
最
終
日

は
午
後
３
時
に
終
了
）

●
会
場
　
県
央
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー

（
三
条
市
須
頃
）

※
２
月
１５
日
（
①
午
前
１１
時
〜
②
午
後

１
時
１５
分
〜
）に
は
作
品
の
講
評
を

中
心
と
し
た
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
フ

ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

Y
Ｉ
Ｄ
Ｓ
財
団（
産
業
振
興
課
内
）

1
０
２
５（
２
８
５
）２
６
９
６

男
女
平
等
推
進
相
談
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

性
別
に
よ
る
差
別
的
な
取
り
扱
い

や
男
女
の
生
き
方
、
そ
の
他
様
々
な

悩
み
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
律
相
談
や
こ
こ
ろ
の
相
談

も
弁
護
士
や
精
神
科
医
師
が
お
受
け

し
て
い
ま
す
。（
予
約
制
）

●
開
設
時
間

火
曜
〜
金
曜
　
正
午
〜
午
後
７
時

土
・
日
曜
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
月
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
休
業
）

●
場
所
　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階

（
新
潟
市
上
所
）

Y
男
女
平
等
推
進
相
談
室

1
０
２
５（
２
８
５
）６
６
０
５

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
苦
情
が

あ
る
と
き
は

◎
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
制
度

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

者
に
は
、
利
用
者
の
苦
情
を
聴
き
、
話

し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
に
努
め
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
に
苦
情
が
あ

る
利
用
者
は
、
遠
慮
せ
ず
に
事
業
者
に

改
善
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

事
業
者
と
話
し
合
っ
て
も
な
か
な
か

解
決
し
な
い
と
き
や
、
直
接
事
業
者
に

話
し
に
く
い
と
き
は
、
県
福
祉
サ
ー
ビ

ス
運
営
適
正
化
委
員
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
事
業
者
向
け
の
苦
情
解
決
研
修
会

●
日
時
　
２
月
２４
日
B

●「県民だより」は県内全世帯にお届けしています。ご近所で未着の方がござい
ましたら、県広報広聴課にお問い合わせくださるようお知らせください。

※次号は平成15年4月6日に発行予定です。平成15年1月12日・1月号/発行・編集：新潟県広報広聴課
新潟市新光町４番地１q０２５-２８５-５５１１（代）
※県庁への郵便物は、「〒９５０－８５７０ 新潟県庁○○課」で届きます。

県民だより1月号についてのご意見を
お寄せください。抽選で70人の方に
トキの紙風船と朱鷺メッセポストカー
ドをプレゼントします。次のように記
入してはがきでご応募ください。

〒950-8570

オモテ面� ウラ面�

新潟県庁�
広報広聴課�
県民だより1月号�
読者アンケート係 行�

①住　所�
②氏　名�
③年　齢�
④職　業�
⑤興味を持った�
　記事�
⑥内容について�
　のご意見など�

当選者の発表はプレゼントの発送
をもってかえさせていただきます。発表

平成15年1月31日（金）（当日消印有効）締切

1月号読者アンケート

インターネット新潟県庁ホームページ http：／／www.pref.niigata.jp／

新潟県ファックス情報サービス 025（280）5511

「県民だより」の制作・配布費は1部約12円です。
古紙配合率100％再生紙に、環境にやさしい
「大豆油インキ」を使用しています。

◎
ト
キ
保
護
募
金
に
ご
協
力
を
！

新
潟
県
ト
キ
保
護
募
金
推
進
委
員
会
で

は「
佐
渡
で
の
野
生
復
帰
に
向
け
た
取
り
組

み
の
支
援
」「
生
息
環
境
の
復
元
」「
中
国
へ

の
支
援
」の
３
つ
を
目
的
に
募
金
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ト
キ
の
生
息
で
き
る
生
態
系
を
取
り
戻

し
、
日
本
の
空
に
、
再
び
あ
の
朱
鷺

と

き

色
を
蘇

ら
せ
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Y
推
進
委
員
会（
環
境
企
画
課
内
）

1
０
２
５（
２
８
０
）５
１
５
２

広く県民の皆さんから県政
についての建設的なご意見
やご提言をお寄せいただく
ため、「知事へのたより」専
用はがきを用意しています。

●設置場所：市町村役場・県総合庁舎など。また、電子メール、
FAX 025（280）5049でも受け付けています。
●県庁行政庁舎1階の県民相談室では専任の職員が皆さ
んからの県政への相談、苦情、意見・提言に応じています。
q025－280－5076 電子メール：t０１０１００３@mail.pref.niigata.jp

◎
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
税
制
が

平
成
１４
年
４
月
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
ま
す

●
平
成
１３
、
１４
年
度
に
新
車
新
規
登
録
を
し
、
排
出
ガ
ス
性
能
と
燃
費
性
能
の
両

方
に
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
は
、
性
能
に
応
じ
て
翌
年
度
か
ら

２
年
間
、
税
額
が
お
お
む
ね
１３
〜
５０
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
１３
、
１４
年
度
に
新
車
新
規
登
録
か
ら
一
定
年
数
（
１１
〜
１３
年
）
を
超
え
て

い
る
環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車
は
税
率
が
お
お
む
ね
１０
％
重
く
な
り
ま
す
。

Y
税
務
課

1
０
２
５（
２
８
０
）５
０
５
１

ま
た
は
最
寄
り
の
県
税
事
務
所
・
佐
渡
地
域
振
興
局
県
税
部

◎
土
壌
汚
染
対
策
法
が
２
月
１５
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

土
壌
汚
染
対
策
法
の
施
行
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
土
地
の

所
有
者
等
は
、
土
壌
汚
染
の
状
況
を
国
の
指
定
を
受
け
た
機
関
に
調
査
さ
せ
、
結

果
を
県
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

①
使
用
が
廃
止
さ
れ
た「
特
定
有
害
物
質
の
製
造
、
使
用
又
は
処
理
を
す
る
水
質

汚
濁
防
止
法
の
特
定
施
設
」に
係
わ
る
工
場
・
事
業
場
の
敷
地
で
あ
っ
た
土
地

②
土
壌
汚
染
に
よ
り
人
の
健
康
被
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
県
知
事
が
認

め
る
土
地

調
査
に
よ
り
土
壌
汚
染
が
あ
る
土
地
は
、「
指
定
区
域
」と
し
て
台
帳
に
登
録
さ

れ
、
閲
覧
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
命
令
、
土
地
の
形
質
変
更

の
制
限
な
ど
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Y
環
境
対
策
課

1
０
２
５（
２
８
０
）５
１
５
８

次
の
県
立
施
設
は
、
小
・
中

学
生
の
観
覧
料
（
入
館
料
）

が
無
料
（
引
き
下
げ
）
に
な

り
ま
し
た

県
立
上
越
科
学
館

（
上
越
市
下
門
前
４
４
６
―
２
、
休
館
日：

月

曜
〈
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
休
館
〉、

た
だ
し
、
３
／
３１
は
開
館
）

1
０
２
５（
５
４
４
）２
１
２
２

●
ひ
よ
こ
の
誕
生
（
３
／
２３
〜
４
／
６
）

県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー

紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

（
紫
雲
寺
町
大
字
藤
塚
浜
字
海
老
池
、
休
館

日：

月
曜〈
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
〉）

1
０
２
５
４（
４
１
）４
５
０
０

●
足
跡
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
（
１
／
２６
、
愛

鳥
セ
ン
タ
ー
に
午
前
９
時
集
合
）

●
瓢
湖
探
鳥
会
及
び
野
鳥
保
護
の
集
い

（
２
／
２３
、
申
込
締
切：

２
／
１３
）

県
立
こ
ど
も
自
然
王
国

（
高
柳
町
高
尾
３０
―
３３
、
休
館
日：

月
曜
〈
月

曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
休
館
〉）

1
０
２
５
７（
４
１
）３
３
５
５

●
ゆ
き
ん
こ
ツ
ア
ー
（
３
／
８
〜
９
、
１

泊
２
日
、
参
加
費：

未
就
学
児
２
、
０
０
０

円
、
そ
の
他
３
、
０
０
０
円
、
対
象：

未
就

学
児
を
持
つ
家
族
２０
組
、
往
復
は
が
き
で

の
申
込
が
必
要
、
申
込
締
切：

１
／
３１
）

新
潟
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ

（
亀
田
町
向
陽
１
―
９
―
１
、
休
館
日：

月
曜
、
１
／

１４
、
２
／
１２
、
３
／
２２
、
体
育
施
設
休
業
日：

１
／

２９
、
３
／
２６
、
プ
ー
ル
休
業
日：

３
／
２５
、
２７
）

1
０
２
５（
３
８
１
）８
１
１
０

●
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

（
１
／
２１
〜
３
／
２５
の
毎
週
火
曜
日
）

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

（
１
／
２５
〜
３
／
８
の
隔
週
土
曜
日
）

●
ア
ロ
マ
教
室

（
２
／
１５
〜
３
／
２９
の
隔
週
土
曜
日
）

※
す
べ
て
申
込
が
必
要
で
す
。

新
潟
ふ
る
さ
と
村

（
新
潟
市
山
田
２
３
０
７
、
休
館
日：

３
／
４
〜
６
）

1
０
２
５（
２
３
０
）３
０
３
０

●
佐
渡
加
茂
湖
カ
キ
ま
つ
り
（
１
／
１９
）

●
三
条
鬼
踊
り
・
節
分
豆
ま
き
（
２
／
２
）

●
新
潟
ふ
る
さ
と
村
食
彩
フ
ェ
ス
タ

〜
食
の
屋
台
ま
つ
り
〜

（
２
／
８
〜
３
／
２３
の
土
・
日
曜
・
祝
日
、

た
だ
し
２
／
１１
、
３
／
１
、
２
は
除
く
）

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

（
巻
町
大
字
越
前
浜
字
向
谷
地
５
５
９
７
―
１
、

休
所
日：
祝
日
〈
た
だ
し
、
３
／
２１
は
開
所
〉、

お
よ
び
３
／
２４
）

1
０
２
５
６（
７
７
）２
１
１
１

●
集
ま
れ
、
み
ん
な
仲
良
し

「
君
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

昔
の
遊
び
」

（
１
／
２５
〜
２６
、
１
泊
２
日
、
参
加
費：

３
、
７
０
０
円
、
申
込
締
切：
１
／
１７
、

対
象：

小
学
校
４
〜
６
年
生
１
５
０
人
）

県
少
年
自
然
の
家

（
中
条
町
大
字
乙
字
大
日
裏
、
休
所
日：

祝
日
）

1
０
２
５
４（
４
６
）２
２
２
４

募
集

方
と
教
育
を
受
け
る
機
会
の
少
な
か
っ

た
就
業
中
の
看
護
職
の
方
を
対
象
に
、

業
務
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
研
修

と
再
就
業
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

●
期
日
・
内
容

２
月
１３
日
E
、
１４
日
F

講
義（
最

近
の
看
護
事
情
、
介
護
保
険
制
度
と

看
護
、
精
神
科
看
護
な
ど
）

２
月
１９
日
D
、
２０
日
E

施
設
実
習

２
月
２１
日
F

講
義（
救
急
看
護
）、

再
就
業
相
談
会（
再
就
業
相
談
会
の

み
の
参
加
も
可
）

●
会
場
　
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
川
岸
町
）

●
申
込
締
切
　
１
月
２７
日
B

Y
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

1
０
２
５（
２
３
３
）６
０
１
１

ゆ
め
・
わ
ざ
・
も
の
づ
く
り

支
援
補
助
金
１
次
募
集

中
小
企
業
の
新
技
術
や
新
商
品
の

開
発
を
応
援
し
ま
す
。

●「
ゆ
め
づ
く
り
支
援
補
助
金
」

（
補
助
額
１
０
０
万
円
以
内
）

企
画
、
調
査
、
立
案
、
事
業
可
能
性
調

査
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●「
わ
ざ
づ
く
り
支
援
補
助
金
」

（
補
助
額
２
、
０
０
０
万
円
以
内
）

新
し
い
技
術（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
シ
ス

テ
ム
開
発
を
含
む
）の
研
究
開
発
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●「
も
の
づ
く
り
支
援
補
助
金
」

（
補
助
額
３
０
０
万
円
以
内
）

独
自
の
技
術
や
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
商

品
開
発
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
申
込
期
間

１
月
２０
日
B
〜
２
月
２１
日
F
必
着

Y
産
業
振
興
課

1
０
２
５（
２
８
０
）５
２
４
３

平
成
１５
年
度
県
立
新
潟
女
子

短
期
大
学
特
別
受
講
生
募
集

●
対
象
　
平
成
１５
年
４
月
１
日
現
在

１８
歳
以
上
で
、
半
年
ま
た
は
１
年
間

継
続
し
て
学
習
で
き
る
方

●
申
込
科
目
　
一
人
３
科
目
以
内

●
申
込
期
間
　
２
月
３
日
B
〜
２１
日
F

※
受
講
料
無
料
。
た
だ
し
、
１
科
目
に

つ
き
雑
費
１
、
０
０
０
円
と
教
材
費

な
ど
実
費
が
必
要
。

Y
県
立
新
潟
女
子
短
期
大
学

1
０
２
５（
２
７
０
）１
３
０
２

福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
講
習
会

●
対
象
　
福
祉
施
設
・
法
人
等
へ
の
就

業
内
定
者
、
年
度
途
中
採
用
者
、
就

業
希
望
者

●
日
時
・
会
場
（
す
べ
て
午
前
１０
時
３０

分
〜
午
後
４
時
１０
分
）

２
月
１２
日
D

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

（
新
潟
市
上
所
）

２
月
１９
日
D

長
岡
市
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ（
長
岡
市
今
朝
白
）

２
月
２６
日
D

高
陽
荘

（
上
越
市
西
城
町
）

●
申
込
方
法
　
①
郵
便
番
号
・
住
所
②

氏
名
③
電
話
番
号
④
希
望
会
場
を

往
復
は
が
き
に
記
入
し
、
問
い
合
わ

せ
先
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
　
１
月
３１
日
F

※
受
講
無
料
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

Y
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
〒
９
５
０
ー
８
５
７
５
新
潟
市
上
所
２
ー
２
ー
２
）

1
０
２
５（
２
８
１
）５
５
２
３

看
護
力
再
開
発
講
習
会

再
就
業
を
希
望
す
る
看
護
職（
保
健

師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
）の

●
雪
と
炎
の
つ
ど
い
（
２
／
８
〜
９
、

１
泊
２
日
、
参
加
費
４
、
０
０
０
円
、

申
込
締
切
１
／
２３
、
対
象：

小
学
校

４
年
生
〜
中
学
生
７０
人
）

県
立
浅
草
山
麓
エ
コ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
入
広
瀬
村
、
冬
期
閉
園
中
。
体
験
活
動
は
会

場
を
変
え
て
実
施
）

1
０
２
５
７
９（
８
）４
１
４
１

●
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
と
行
く

「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
講
座
」

（
３
月
末
ま
で
毎
週
土
・
日
曜
開
催
、

会
場：

入
広
瀬
村
内
）

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

表
参
道
・
新
潟
館
ネ
ス
パ
ス

（
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
４
―
１１
―
７
）

1
０
３（
５
７
７
１
）７
７
１
１

●
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
キ
ッ
ス
〜
い
つ
か

春
の
日
Ⅲ
〜
（
１
／
３１
〜
２
／
２
）

●
日
本
海
イ
ベ
ン
ト
（
３
／
７
〜
１６
）

●
対
象
者
　
小
・
中
学
校
、
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
、
特
殊
教
育

諸
学
校
小
・
中
学
部
の
児
童
お
よ

び
生
徒

対
象
日

観
覧
料

（
入
館
料
）

対
象
施
設

す
べ
て
の

開
館
日

１
０
０
円

自
然
科
学
館

土
曜

日
曜

祝
日

無
　
料

近
代
美
術
館

歴
史
博
物
館

植
物
園

▲昨年誕生したひなたち

朱鷺メッセ
ポストカード

▲

●
美
術
鑑
賞
講
座
（
１
／
１８：

ド
イ
ツ

表
現
主
義
を
演
出
し
た
者
、
１
／

２５：

戦
争
と
美
術
〜
１５
年
戦
争
の
時

代
、
２
／
１：

亀
倉
雄
策
と
写
真
）

●
映
画
鑑
賞
会
　
伊
藤
大
輔
監
督

「
御
誂
次
郎
吉
格
子

お
あ
つ
ら
え
じ
ろ
う
き
ち
ご
う
し

」（
２
／
８
）

●
福
島
県
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

（
２
／
１５
〜
３
／
２３
）ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

ワ
イ
エ
ス
や
関
根
正
二
な
ど
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

県
立
歴
史
博
物
館

（
長
岡
市
関
原
町
１
丁
目
字
権
現
堂
２
２
４
７

―
２
、
休
館
日：

月
曜
〈
月
曜
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
が
休
館
〉）

1
０
２
５
８（
４
７
）６
１
３
０

●
サ
イ
ノ
カ
ミ
（
１
／
１２
、
午
後
２
時

３０
分
点
火
）越
後
の
冬
の
民
俗
行
事

を
実
際
に
体
験
し
ま
す
。

●
雪
道
具
を
使
お
う
（
２
／
８
）ハ
ナ

カ
ン
ジ
キ
、
ス
カ
リ
、
コ
ス
キ
を
実
際

に
使
っ
て
雪
遊
び
を
し
ま
す
。

●
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
３
月
末
ま
で
の

土
・
日
曜
・
祝
日
）お
手
玉
、
け
ん
玉

な
ど
昔
の
遊
び
を
体
験
し
ま
す
。

県
立
植
物
園

（
新
津
市
金
津
１
８
６
、
休
館
日：

月
曜
〈
月
曜

が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
休
館
〉）

1
０
２
５
０（
２
４
）６
４
６
５

●
第
２
温
室
展
示

「
古
典
植
物
展
」（
〜
１
／
２６
）

「
熱
帯
植
物
展
」（
１
／
２８
〜
２
／
２３
）

「
早
春
を
彩
る
に
い
が
た
の
花
展
」

（
２
／
２５
〜
３
／
９：

ア
ザ
レ
ア
展
、

３
／
１１
〜
１６：

雪
割
草
展
、
３
／
１８
〜

４
／
１３：

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
展
）

●
花
と
緑
の
教
室
（
１
／
１９：

古
典
植

物
へ
の
招
待
、
２
／
１６：

ク
リ
ス
マ
ス

ロ
ー
ズ
、
３
／
２：

ア
ザ
レ
ア
）

県
立
自
然
科
学
館

（
新
潟
市
女
池
南
３
―
１
―
１
、
休
館
日：

月

曜
〈
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
休
館
〉、

お
よ
び
１
／
２１
、
２
／
１８
、
３
／
１８
）

1
０
２
５（
２
８
３
）３
３
３
１

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
冬
番
組

「
ス
ー
パ
ー
マ
シ
ン
発
進
！
〜
奇

跡
の
星
・
地
球
〜
」（
〜
２
／
２３
）

●
工
作
フ
ェ
ア
（
１
／
１２
、
１３
、
参
加

費：

入
館
料
の
ほ
か
に
１
工
作
に
つ

き
１
０
０
円
）

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
星
空
散
歩
（
１
／
２５
）

県
提
供
テ
レ
ビ
番
組
（
手
話
通
訳
付
き
）

Ｔ
ｅ
Ｎ
Ｙ「
テ
レ
ビ
グ
ラ
フ
に
い
が
た
」

１
月
１９
日
A
７：

３０
〜
８：

００「
県
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
」（
い
き
い
き
高
齢
者
、
卓
越
し
た
技
能
ほ
か
）

２
月
１６
日
A
７：

３０
〜
８：

００「
県
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
」（
家
庭
教
育
、
献
血
、
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
セ
ン
タ
ー
）

Ｎ
Ｓ
Ｔ「
県
民
の
ひ
ろ
ば
」

１
月
２５
日
G
１０：

００
〜
１０：

３０「
環
境
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

２
月
２２
日
G
１０：

００
〜
１０：

３０「
朱
鷺
メ
ッ
セ
」

「
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

Ｂ
Ｓ
Ｎ

日
曜
　
１１:

４２
〜
４４

Ｎ
Ｓ
Ｔ

日
曜
　
１７:

２５
〜
２７

Ｔ
ｅ
Ｎ
Ｙ

土
曜
　
９:

２５
〜
２７

Ｎ
Ｔ
２１

日
曜
　
１１:

４５
〜
４７

▲トキの紙風船

県
立
近
代
美
術
館

（
長
岡
市
宮
関
町
字
居
掛
２
７
８
―
１４
、
休
館

日：

月
曜
〈
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
休

館
〉、
お
よ
び
３
／
２７
〜
３１
）

1
０
２
５
８（
２
８
）４
１
１
１

県
施
設
の
催
し

イ

デ

ス
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